
多くの植物において、果実が実るためには
花の受精が必須です。しかしながら植物種に
よっては、自分の花粉が受粉しても受精でき
ない性質（自家不和合性）をもつものがいま
す。山形県特産果樹であるオウトウやアケビ
をはじめ、いくつかの果樹はこの性質をもっ
ています。これらの果樹を栽培するうえでは
、人工受粉や受粉樹混植といった受粉管理を
しなければ安定した果実生産は望めません。

現在、オウトウとアケビの自家不和合性に
ついて分子生物学的手法に基づいた研究に取
り組んでおり、その精緻な機構の解明と研究
成果の果樹栽培への応用を目指しています。
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左図：オウトウ受粉雌ずい中の花粉管
顕微鏡写真
矢印は最も伸長した花粉管の先
端を示す。自分の花粉（自家受
粉）は伸長が抑制されているこ
とがわかる。

右図：オウトウの自家不和合性の
分子機構モデル

花粉に取り込まれた雌ずいタンパ
ク質S-RNase（SRN）は自己花粉
のみに毒性を発揮すると考えられ
ているが、その詳細な機構はわ
かっていない。


